様式１
技術資料提出書
令和　　年　　月　　日

（宛先）和歌山市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
工事名　　　　　　　　　　　　　　　　
上記工事に係る総合評価落札方式の評価項目を証明するため、下表の通り資料を提出します。なお、提出資料の内容については、事実と相違ないことを誓約します。
	評価項目
	番号
	様式及び提出内容
	提出

	企業の
施工能力等
	次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択
	

	
	（１―１）
	様式２
	

	
	（１－２）
	様式３
	

	地 域 貢 献

	（１）
	提出物なし
	―

	
	（２）（３）
	様式４
	

	
	（４）
	提出物なし
	―

	配置予定技術者の施工能力等
	次の（１―１）、（１－２）は、いずれかを選択
	

	
	（１―１）
	様式５
	

	
	（１－２）
	様式６
	

	
	（２）
	様式７
技術者の資格証の写し等（保有する資格及び資格保有期間がわかるもの）
	

	
	（３）
	様式７
継続教育（ＣＰＤ）の証明書の写し
	


※　提出するものに○印をつける。（〇印のない様式は提出不要です。）
様式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企業の施工能力等】
同業種の工事成績（和歌山市発注工事）
工 事 名：　　　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　　　　
過去５か年度の和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点（同業種）
	番号
	工事番号
	請負金額
	工事成績

	
	工事名
	工期
	

	１
	
	
	

	
	
	
	

	２
	
	
	

	
	
	
	

	３
	
	
	

	
	
	
	

	４
	
	
	

	
	
	
	

	５
	
	
	

	
	
	
	

	６
	
	
	


	
	
	
	

	７
	
	
	

	
	
	
	

	８
	
	
	

	
	
	
	

	９
	
	
	

	
	
	
	

	10
	
	
	

	
	
	
	

	平均
	


上記工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事業者表彰された工事
	工事名（対象がない場合は空白）

	


· 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）２５０万円以上の和歌山市請負工事成績評定要領又は和歌山市企業局請負工事成績評定要領により評定を行う市発注の工事に限る。
· 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。
· 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。
· 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。
	例：実績が３件で工事成績が75点、75点、74点の場合、74.5点となる
（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666…　⇒　74.5点となる
例: 実績が４件で工事成績が71点、70点、70点、70点の場合、70点となる

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25　⇒　70点となる


· 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。
※　優良建設工事業者表彰された工事が複数ある場合は、いずれか１工事のみ記載してください。
様式３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企業の施工能力等】
同業種の工事成績（和歌山県発注工事）
工 事 名：　　　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　　　　
過去５か年度の和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点（同業種）
	番号
	工事番号
	請負金額
	工事成績

	
	工事名
	工期
	

	１
	
	
	

	
	
	
	

	２
	
	
	

	
	
	
	

	３
	
	
	

	
	
	
	

	４
	
	
	

	
	
	
	

	５
	
	
	

	
	
	
	

	６
	
	
	

	
	
	
	

	７
	
	
	

	
	
	
	

	８
	
	
	

	
	
	
	

	９
	
	
	

	
	
	
	

	10
	
	
	

	
	
	
	

	平均
	


· 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）１，５００万円以上の県土整備部工事成績評定要領、県土整備部工事（建築・設備工事等）成績評定要領、農林水産部工事成績評定要領又は教育庁工事等成績評定要領により評定を行う和歌山県発注の工事に限る。
· 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。
· 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。
· 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。
	例：実績が３件で工事成績が75点、75点、74点の場合、74.5点となる
（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666…　⇒　74.5点となる
例: 実績が４件で工事成績が71点、70点、70点、70点の場合、70点となる

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25　⇒　70点となる


· 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。
様式４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【地域貢献】
市内業者の活用、市内建設資材・市内調達資材の使用に関する提案書
工 事 名：　　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　
	提案項目
（提案項目に〇印）
	
	市内業者への予定一次下請比率が８０％以上

	
	
	すべて自社施工（市内業者のみ選択可能）


※　市内業者とは和歌山市内に本社（本店）を有するものとする。

※　市内業者への予定一次下請比率（一次下請け業者数のうち市内業者数の割合）の実績は施工体制台帳の業者数で割合を確認する（警備業者、資材業者、運搬業者及び測量業者等は含みません）
	提案項目
（提案項目に〇印）
	
	市産品３品目以上使用予定かつ市内業者からの予定材料調達割合が
８０％以上


※　市産品とは和歌山市市産品登録制度実施要綱に基づく和歌山市市産品登録制度に登録されているものをいう
※　市産品１品目の考え方
・同品種については、サイズ・規格等が違っても設計数量全てを使用することで１品目とする。
【例】生コンクリート（24-8-40、21-8-25、18-8-40 BB、N、H）
アスファルト（密粒、粗粒、安定処理・・・）
砕石（再生砕石、粒調砕石、切込砕石、栗石・・・）
縁石（地先境界ブロック、歩車道Ａ、歩車道Ｂ、切下げ・・・）
電線管（φ20、φ25、φ40・・・）
門型側溝（300×300、400×400・・・・）、Ｕ字溝（300×300、400×400・・・・）及び桝（300×300、400×400・・・・）は蓋がセットの場合は同一とする。
・登録業者２社から同種の材料を使用した場合は２品目使用とする。
【例】門型側溝300×300････Ａ社 門型側溝400×400････Ｂ社
桝････Ａ社 桝の蓋････Ｂ社
砕石（再生砕石）････Ａ社 砕石（粒調砕石）････Ｂ社
電線管φ20････Ａ社 φ40････Ｂ社　　　　　　　　　　　（Ａ社・Ｂ社とも和歌山市産品登録業者）
※　市内業者からの予定材料調達割合の考え方
　・市内業者とは和歌山市内に本社（本店）を有するものとする。
・予定材料調達割合とは和歌山市請負工事監督事務取扱要綱に定める工事材料承諾願における市内業者調達割合とする。　

・市内業者調達割合の算出は、調達業者の総数に対する市内業者数の割合とする。
・調達業者とは受注者（元請業者）が直接資材を発注する業者とする。材工共で一次下請業者に発注する場合はその一次下請け業者が調達業者となる。調達業者数は延べ数ではない。

この様式に関する提案は履行確認を行う。提案項目を履行できない場合は、受注者の責によるものでない場合を除きペナルティとして工事成績評定点から５点以上の減点を行うとともに和歌山市建設工事等指名停止基準に基づき指名停止を行う場合がある。
様式５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【配置予定技術者の施工能力等】
配置予定技術者の同業種の工事成績（和歌山市発注工事）
工 事 名：　　　　　　　　　　　　
会　社　名：　　　　　　　　　　　　　
配置予定技術者氏名：　　　　　　　　　
過去５か年度の和歌山市発注工事の工事成績評定の平均点（同業種）
	番号
	工事番号
	請負金額
	工事成績

	
	工事名
	工期（配置期間）
	

	１
	
	
	

	
	
	
	

	２
	
	
	

	
	
	
	

	３
	
	
	

	
	
	
	

	４
	
	
	

	
	
	
	

	５
	
	
	

	
	
	
	

	６
	
	
	

	
	
	
	

	７
	
	
	

	
	
	
	

	平均
	


上記工事において、和歌山市優良建設工事表彰要綱に基づき優良建設工事技術者表彰された工事
	工事名（対象がない場合は空白）

	


· 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）２５０万円以上の和歌山市請負工事成績評定要領又は和歌山市企業局請負工事成績評定要領により評定を行う市発注工事に限る。
· 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。
· 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。
· 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。
	例：実績が３件で工事成績が75点、75点、74点の場合、74.5点となる
（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666…　⇒　74.5点となる
例: 実績が４件で工事成績が71点、70点、70点、70点の場合、70点となる

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25　⇒　70点となる


· 異なる企業（以前の勤務先）での工事成績評定は実績としないものとし、原則として工期の1/2以上の配置期間のものに限る。また、優良建設工事技術者表彰も同様に対象としない。
· 工期は最終の契約工期を記載し、技術者の途中交代があった場合は、工期と併せて配置期間を記載すること。
· 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。
· 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。
· 優良建設工事技術者表彰された工事が複数ある場合は、いずれか１工事のみ記載してください。
様式６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【配置予定技術者の施工能力等】
配置予定技術者の同業種の工事成績（和歌山県発注工事）
工 事 名：　　　　　　　　　　　　
会　社　名：　　　　　　　　　　　　　
配置予定技術者氏名：　　　　　　　　　
過去５か年度の和歌山県発注工事の工事成績評定の平均点（同業種）
	番号
	工事番号
	請負金額
	工事成績

	
	工事名
	工期（配置期間）
	

	１
	
	
	

	
	
	
	

	２
	
	
	

	
	
	
	

	３
	
	
	

	
	
	
	

	４
	
	
	

	
	
	
	

	５
	
	
	

	
	
	
	

	６
	
	
	

	
	
	
	

	７
	
	
	

	
	
	
	

	平均
	


· 工事成績は請負金額（消費税及び地方消費税の額を含む。）１，５００万円以上の県土整備部工事成績評定要領、県土整備部工事（建築・設備工事等）成績評定要領、農林水産部工事成績評定要領又は教育庁工事等成績評定要領により評定を行う和歌山県発注の工事に限る。
· 当該年度を含まない過去５か年度内に、元請けとして完成及び引渡しが完了した工事とする。
· 共同企業体による工事実績については、出資比率２０％以上の工事を対象とする。
· 平均点は０．５点刻みで切り捨てること。
	例：実績が３件で工事成績が75点、75点、74点の場合、74.5点となる
（75＋75＋74）／3 ＝ 74.666…　⇒　74.5点となる
例: 実績が４件で工事成績が71点、70点、70点、70点の場合、70点となる

（71＋70＋70+70）／4 ＝ 70.25　⇒　70点となる


· 異なる企業（以前の勤務先）での工事成績評定は実績としないものとし、原則として工期の1/2以上の配置期間のものに限る。
· 工期は最終の契約工期を記載し、技術者の途中交代があった場合は、工期と併せて配置期間を記載すること。
· 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。
· 必要に応じて行を挿入、又は２枚に分けてください。
様式７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【配置予定技術者の施工能力等】
配置予定技術者の保有する資格及びCPD取組状況
工 事 名：　　　　　　　　　　　　
会社名：　　　　　　　　　　
	配置予定技術者の氏名
	

	法令等による資格・免許
	

	CPD(継続教育)の有無、証明機関
	
	


· 技術者の資格証の写し等（保有する資格及び資格保有期間がわかるもの）を添付すること。
· 技術士については、当該工事の監理技術者になりうる部門に限る。
· ＣＰＤの証明書の写しを添付すること。
· 技術資料提出時に配置予定技術者が特定できない場合は、候補者毎に作成すること。
